
市民発。こどもたちをはぐくみ、日本の未来をつくる、海と魚のアカデミー 

          Ｏｃｅａｎ Ｗｏｒｌｄ Ａｃａｄｅｍｙ ｏｆ Ｊａｐａｎ 

 ＮＰＯ 『海のくに・日本
に っ ぽ ん

』  

     日本は世界第６位の水域と、第４位の海水をもっています。 

 
 

 

２０１０年秋、活動を始めます！ 

 



 市民発。こどもたちをはぐくみ、日本の未来をつくる、海と魚のアカデミー 

Ｏｃｅａｎ Ｗｏｒｌｄ Ａｃａｄｅｍｙ ｏｆ Ｊａｐａｎ 

 ＮＰＯ 『海のくに・日本』  
 

＜趣旨と目的＞ 
 

いま、国をあげて日本が海洋国家であることを認識するとき 

海洋基本法が制定され３年がすぎましたが、いまだ日本国民の

間に海や海洋資源への関心は低く、ひとりひとりの心に感謝の思い

は育まれていません。四方を海に囲まれた日本において、私ども日

本人は古来、海とその恵みに育まれて暮らしてきました。 
 

日本の未来を担うこどもたちに、日本の海と魚を伝える 

この地理的・地政学的な条件と真摯に向き合い、海と日本人との

関わりについて日本の国民挙げて考える機会が必要であり、その

ことを日本の未来を担う若い世代に伝えることが必要と考えます。

そのために、海や魚について情報収集し発信するベースキャンプと

なる組織の発足を考え本年１月、「海のくに・日本」設立に向けスタ

ートをきりました。 
 

こどもたちへの情報発信と体験学習を推進し、 

自ら考える力をつける 

ＮＰＯ「海のくに・日本」は、日本が海洋国家であることを再認識

し、古来、海とともに生きてきた民であることに自信と誇りを持つこと

を理念とし、海というすばらしい資源、数千年にわたって培われて来

た多彩な漁業や豊かな魚食文化、日本の各地域で育まれた郷土

色豊かな漁村文化を、日本の未来を担う子どもたちに伝える活動を

行うことで、広く国民に普及・伝承することを目的とします。 
 

具体的な活動で豊かな海を実現し、日本の未来を紡ぐ 

また海洋事業及び水産業の発展並びに漁業地域の活性化のた

めの事業を行うことで、水産資源の持続的な利用を促すとともに安

全・安心な水産物の供給及び自給率の向上に寄与します。 

日本列島にあたえられた、生命あふれるゆたかな海。海を保全

し、豊かな自然環境を次世代につなげるため、「海のくに・日本」は

具体的な活動を積み重ねて参ります。 

 

＜プロジェクト ＞ 

１．こどもたちに海と魚の本を届ける 「絵本プロジェクト」 

２．海と海辺を再生する 「海の森づくりプロジェクト」 

３．東京湾を学び江戸前文化を実感する 「江戸前プロジェクト」 

４．消費者と漁業生産者の交流を深める 「お魚プロジェクト」 

５．海・魚そのものを学ぶ 「海学・魚学プロジェクト」 

＊それぞれ、プロジェクト座長を中心に進めます。 

 
▲とれたての海の幸を味わう（宮城・女川町） 

 
▲漁業を見学する（八丈島／ムロアジ漁） 

 
▲魚を自分でさばく（於.東京／氷見のブリ） 

 
▲海の森づくりに加わる（富山・新湊） 



 ＮＰＯ「海のくに・日本」理事  
 

＊理事長 

＊副理事長 

＊理事 

＊理事 

＊理事 

＊理事 

＊監事 

＊監事 

＊顧問 

 

白石ユリ子 （ウーマンズフォーラム魚代表） 

本間千枝子 （作家、元三鷹市教育委員長） 

小久保茂昭 （NPO インターナショナルコミュニケーションクラブ理事長） 

樋口 榮治  （前・長岡商工会議所専務理事） 

山本  徹  （日本生活文化交流協会理事長） 

市﨑美千子 （ウーマンズフォーラム魚顧問）  

小田 康夫 （国際テストパイロット協会特任副会長）  

中須 勇雄 （財団法人農林水産長期金融協会会長） 

薦田 孝子 （㈱エス・エス・ジー代表） 
 

 

       ＮＰＯ「海のくに・日本」の発起人 (五十音順) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

青山 繁晴 （㈱独立総合研究所代表取締役社長兼首席研究員） 

青山 千春 （㈱独立総合研究所取締役自然科学部長） 

明石  康  （国際文化会館理事長、元・国連事務次長） 

秋道 智彌 （総合地球環境学研究所副所長・教授） 

浅利 慶太 （劇団四季代表） 

伊藤 裕康 （全国中央市場水産卸協会会長、中央魚類㈱会長） 

岡部 まり （エッセイスト） 

小泉 武夫 （食文化論者、東京農業大学名誉教授） 

櫻井よしこ （ジャーナリスト） 

銭谷 眞美 （東京国立博物館長） 

鈴木 辰興 （元・宮古水産高校校長） 

高橋 正典 （㈱高政社長、おながわ秋刀魚収獲祭実行委員長） 

高山 厚子 （沖縄料理研究家、元・板橋区立金沢小学校長） 

谷川 尚哉 （中央学院大学准教授、地理教育研究会理事） 

徳川 恒孝 （財団法人徳川記念財団理事長） 

服部 幸應 （学校法人服部学園理事長） 

英  正道  （財団法人日伊協会会長、元・駐伊大使） 

原  周平  （㈱フルタイムシステム代表取締役副社長） 

牧野 忠昌  （柏友会・旧越後長岡藩藩士会 名誉会長）  

松平 恒忠 （社団法人日本英語交流連盟会長） 

松山 優治 （国立大学法人東京海洋大学学長） 
 

 

少しずつ、教育の場に海の風が吹き始めています。  学校で、家庭で、海と魚への理解を深めてほしい。 
 

絵本「クジラから世界が見える」が 2011 年度から小

学５年生の教科書に掲載！（国語・学校図書㈱） 

      

２００７年、遊幻舎刊（作：白石ユリ子、絵：中村信）。 

日本全国の子どもたちがクジラと日本人の関わりや、ク

ジラをめぐる世界の状況を学んでゆきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

絵本シリーズ「海のくに・日本」を制作し、 

全国２万３０００校の小学校へ届けたいと考え 

準備を進めています。（写真は完成予定） 

     

「海洋」「資源」「海の祭り」「海と魚を生かした偉人」    

「海の安全」「海の食卓」などテーマでとらえた１０冊

と全国を網羅した１５冊を予定しています。 



 「海のくに・日本」にぜひ、加わってください。 

応援してください。 

ひとりひとりのお力が、日本を動かします。 

   

 ◎個人会員のご案内 
 

 「海のくに・日本」の輪を広げるために、ご参加ください。 

できたばかりの「海のくに・日本」ですが、イベントにご参加いただいたり、会報誌をご覧いただき、 

 身近なところで「海のくに・日本」のたいせつさを伝えるおひとりになってください。 
 

 個人会員 年会費     ３，０００円（一口）    会報誌のご送付。イベントのご案内を申し上げます。 
ひと 

企業や団体のご支援が、日本と世界のより良い未来をつくります。 

りひとりの力が、日本を動かします。 

◎法人会員のご案内 
 

 こどもたちへの教育は、日本の未来を担う力を育てること。海辺の環境を守ることは、日本人のいのちを 

まもること。そして海についての情報発信は、現代人の暮らし方を変え、海辺の町に活力をあたえます。 

近年、日本の経済水域内に眠る資源に関心が向いてきましたが、海には地下資源だけではなく海そのも

のや海水、海辺にも、まだまだ多くの可能性を秘めています。 

１９９９年に国連のアナン事務総長が提唱された「グローバル・コンパクト」は、世界の諸問題を解決するの

に国連と世界各国の企業が力を合わせる必要性が説かれたものでした。日本国内においても、企業や諸

団体と市民活動が力をあわせることで、大きな成果を生みだすことがきっとできます。 

ぜひ、「海のくに・日本」の活動にご支援ください。 
 

法人会員 年会費    １０，０００円（一口）    会報誌のご送付。イベントのご案内を申し上げます。 

                                ホームページに御社名を掲載させていただきます。 
ひと 

未来の日本への投資として、「海のくに・日本」を応援してください。 

りひとりの力が、日本を動かします。 

◎賛助会員のご案内 
 

「海のくに・日本」の活動を継続して行うために、賛助会員としてのご参加をお願い申し上げます。 

会報誌のご送付、イベントのご案内、ホームページへの掲載（法人）、特別行事へご招待申しあげます。 
 

個人賛助会員 年会費 １０，０００円（一口）    

法人賛助会員 年会費 ５０，０００円（一口）    
 

◎「海のくに・日本」ご入会は、お申し込み書にお書き込みのうえ、下記事務局までお送りください。 
    

 

 ＮＰＯ「海のくに・日本」 事務局  
〒１０４－００６１ 東京都中央区銀座 ３－１２－１５ 銀座細谷ビル 

ＴＥＬ ０３－３５４６－１２４２ （専用）  ０３－３５４６－１２９１ （白石・ＷＦＦ事務局） 

  ＦＡＸ ０３－３５４６－１１６４  E-mail.gyo@wff.gr.jp  ホームページ準備中  (2010.11.08) 
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